
連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

  

名称 蔵と醸しのまち喜多方 Well-beingワーケーション 

実施期間 ９月〜12月 

プログラム内容 

喜多方の豊かな自然が生み出す暮らしと文化・人と触

れ合うことを軸とし、地域ならではの価値を体験を通

して学ぶ中で、社員個人や組織の Well-beingを向上し

ていただく機会とします。 

●体験プログラム例 

（１）農産物生産加工体験 

 米やぶどう・りんごなど、地域の農産物を生産する

現場にて農作業体験を行い、また収穫物を原材料とし

て日本酒や果実酒などを醸造していく行程の体験を行

います。 

（２）伝統工芸体験 

 小学生の給食食器としても使われるほど暮らしに根付く会津喜多方漆器の

製造や活用の体験を行います。 

 

●ワーク時間の過ごし方事例 

（１）重要的建造物群保存地区の小田付蔵通りに

ある蔵を改装したワーケーション HUB を使用

し、リモートワーク等を行うことができま

す。 

（２）会津盆地を一望することのできる市内雄国地区において、リモートワ

ークやオフサイトミーティング等を行うことができます。 

 

●地域事業者とのビジネス”協創”ミートアップ 

 主に次世代を担う若手経営者と、地域課題の解決や新たな価値の創出に向

けた協議の場を設けます。 

参加に要する 

費用 

１人あたりの参加に要する費用 

・補助対象（一部） 

宿泊費 22,000円（11,000円×２泊） 交通費 24,000円（往復） 

・補助対象外 

体験料 10,000 円（5,000 円×２日） 施設利用料 4,000 円（2,000 円×２

日） 

主な対象企業 地域事業者との協創に関心があり、自然環境を活かした発展に寄与する企業 

企業に期待する

こと 

１）喜多方ラーメンだけではない「喜多方」という地域の魅力を体感し、社

員および組織の Well-being向上に繋げていただく 

 

２）喜多方の自然文化を資源としてより活用できる、新たな取り組みの協創 

 

３）港区と喜多方のコラボレーションにより、日本国内にとどまらず世界へ

も訴求できるアイディアの創出 

留意事項 天候により、体験プログラムに変更が生じる場合があります。 
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